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平
成
19
年
度
　
阿
蘇
高
等

学
校
体
験
入
学
の
ご
案
内�

　
中
学
3
年
生
を
対
象
に
学
校
説

明
、
在
校
生
及
び
卒
業
生
の
体
験

発
表
・
体
験
授
業
を
行
い
ま
す
。�

日
時
�

　
8
月
2
日
（
木
）�

　
8
時
50
分
〜
12
時
�

場
所
�

　
阿
蘇
高
等
学
校
第
一
体
育
館
�

申
し
込
み
先
�

　
阿
蘇
市
内
の
各
中
学
校
�

問
い
合
わ
せ
先
�

　
阿
蘇
高
等
学
校
�

　
�
2
2
‐
0
0
7
0

平
成
19
年
度
　
阿
蘇
高
等

学
校
開
放
講
座
の
ご
案
内�

　
高
度
化
・
多
様
化
し
て
い
る
学

習
要
求
に
応
え
る
た
め
、
県
立
学

校
等
が
有
す
る
専
門
的
な
教
育
機

能
を
地
域
社
会
に
開
放
し
、
学
習

機
会
を
提
供
し
て
生
涯
学
習
の
振

興
・
充
実
を
図
か
る
も
の
で
す
。�

主
催
�

　
熊
本
県
教
育
委
員
会
�

受
講
資
格
�

一
般
社
会
人
の
方
で
、
学
習
意

欲
が
旺
盛
で
あ
り
、
継
続
し
て

講
座
を
受
講
で
き
る
方
。�

募
集
人
数
�

　
20
人
程
度
�

講
座
内
容
�

「
楽
し
い
パ
ソ
コ
ン
講
座
」�

ワ
ー
プ
ロ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

電
子
メ
ー
ル
等
の
基
礎
的
な
知

識
・
技
術
を
習
得
し
ま
す
。
講

座
に
3
分
の
2
以
上
出
席
さ
れ

た
方
に
は
修
了
証
書
を
授
与
し

ま
す
。
た
だ
し
、
高
等
学
校
の

単
位
と
し
て
は
認
定
し
ま
せ
ん
。�

講
座
実
施
期
間
�

8
月
3
日
（
金
）
〜
8
月
31
日

（
金
）の
毎
週
火
曜
日
・
金
曜
日
�

講
座
実
施
時
間
�

18
時
30
分
か
ら
20
時
30
分
ま
で

（
毎
回
2
時
間
）の
計
8
回
実
施
�

受
講
の
手
続
き
等
�

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、「
受

講
申
込
書
」
用
紙
を
提
出
し
、

受
講
許
可
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。「
受
講
申
込
書
」
用

紙
は
阿
蘇
高
校
及
び
市
教
育
委

員
会
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

な
お
、
受
講
費
用
の
支
払
い
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。�

募
集
期
間
�

7
月
2
日（
月
）〜
7
月
13
日（
金
）�

た
だ
し
、
こ
の
期
間
内
で
あ
っ

て
も
、
受
け
入
れ
人
員
に
達
し

た
場
合
は
募
集
を
締
め
切
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。�

問
い
合
わ
せ
先
�

阿
蘇
高
等
学
校
�

�
2
2
‐
0
0
7
0

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

し
ま
す�

日
時
�

7
月
17
日
（
火
）�

10
時
〜
15
時
�

場
所
�

波
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
�

相
談
内
容
�

家
事
問
題
（
相
続
、
離
婚
、
親

子
関
係
な
ど
）、
金
銭
問
題
、

登
記
手
続
、
い
じ
め
、
差
別
な

ど
や
心
配
ご
と
な
ど
�

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。�

担
当
者
�

人
権
擁
護
委
員
1
人
・
法
務
局

職
員
1
人
�

問
い
合
わ
せ
先
�

熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
支
局
�

�
2
2
‐
0
1
3
7

公
的
機
関
や
九
州
電
力
社
員
を
�

名
乗
る
詐
欺
・
窃
盗
が
多
発
し
�

て
い
ま
す
！
�

　
悪
質
な
手
口
で
高
齢
者
を
狙
っ
た
事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

被
害
を
未
然
に
防
ぐ
為
に
最
近
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。�

　「
市
の
委
託
を
受
け
た
」
と
偽
っ
て
訪
問
し
て
き
た
業
者
と

屋
根
修
理
の
契
約
を
し
て
高
額
な
代
金
を
支
払
っ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。�

①
突
然
、
市
の
腕
章
を
つ
け
た
男
性
が
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
宅
を
訪
問
し
て
き
て
、「
市
の
委
託
を
受
け
て
、
近
く

で
工
事
を
し
て
い
ま
す
。
市
役
所
に
匿
名
で
騒
音
の
苦
情

が
あ
っ
た
の
で
謝
罪
す
る
た
め
近
所
を
廻
っ
て
い
ま
す
が
、

お
宅
の
屋
根
か
ら
煙
が
出
て
い
ま
す
。
漏
電
か
も
し
れ
な

い
。」
と
言
っ
た
。�

②
高
齢
者
は
心
配
に
な
り
、
業
者
を
家
の
中
に
入
れ
た
。�

③
業
者
は
屋
根
裏
に
上
が
り
、
し
ば
ら
く
し
て
降
り
て
き
て
、

「
屋
根
裏
が
こ
ん
な
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。」
と
言
っ
て
、

片
側
が
焦
げ
た
短
い
電
線
の
よ
う
な
も
の
を
見
せ
た
。�

④
そ
こ
で
、
業
者
は
「
漏
電
し
て
い
る
よ
う
で
す
。」
と
言

い
、
ブ
レ
ー
カ
ー
や
天
井
を
調
べ
始
め
た
。�

⑤
業
者
は
「
今
す
ぐ
、
屋
根
を
修
理
し
な
い
と
危
険
で
す
。」

と
言
っ
て
、
高
齢
者
に
工
事
を
勧
め
、
高
齢
者
は
承
諾
し

た
。�
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公
的
機
関
を
名
乗
っ
た
委
託
業
者
が
突
然
訪
問
し
て
、
個
人

宅
の
修
理
工
事
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
断
っ
て
い
る
の
に
業
者
が
屋
根
に
上
が
っ
た
時
は
、
警
察
に

ご
連
絡
下
さ
い
。�

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉
阿
蘇
市
消
費
生
活
相
談
室
�

 
　　
　
　
　
　
　
�
2
2
‐
3
3
6
4
�

�　
同
様
に
、
九
州
電
力
社
員
を
装
い
「
漏
電
調
査
」
や
「
屋
内

配
線
の
工
事
が
必
要
」
な
ど
と
語
り
、
高
額
な
工
事
代
金
を
だ

ま
し
取
る
詐
欺
や
「
分
電
盤
を
見
せ
て
欲
し
い
」
と
言
葉
を
か

け
て
室
内
に
あ
が
り
こ
み
、
現
金
を
盗
む
と
い
う
窃
盗
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
不
審
に
感
じ
る
時
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記
の

営
業
所
に
ご
連
絡
下
さ
い
。�

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉�

　
九
州
電
力
（
株
）
大
津
営
業
所
（
阿
蘇
・
一
の
宮
地
区
管
轄
）�

 
　　
　
　
　
　
　
�
0
1
2
0
‐
9
8
6
‐
6
0
2
�

　
九
州
電
力
（
株
）
三
重
営
業
所
（
波
野
地
区
管
轄
）�

 
　　
　
　
　
　
　
�
0
1
2
0
‐
9
8
6
‐
5
0
5

⑥
1
時
間
程
度
し
て
、
業
者
は
「
工
事
が
終
わ
り
ま
し
た
。

代
金
は
31
万
5
千
円
で
す
。」
と
言
っ
た
。�

⑦
高
齢
者
が
現
金
の
持
ち
合
わ
せ
が
な
い
こ
と
を
告
げ
た
と

こ
ろ
、
業
者
は
高
齢
者
を
金
融
機
関
に
連
れ
て
行
き
、
貯

金
か
ら
31
万
5
千
円
を
下
ろ
さ
せ
、
お
金
を
受
け
取
り
個

人
名
が
書
か
れ
た
領
収
書
を
交
付
し
た
。
業
者
は
、
契
約

書
は
交
付
し
て
い
な
い
。�

一
の
宮
温
泉
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
（
70
歳
以
上
）
温

泉
ご
招
待
券
に
つ
い
て�

　
阿
蘇
市
一
の
宮
温
泉
セ
ン
タ
ー

で
は
、
健
康
増
進
等
を
目
的
に
70

歳
以
上
の
方
へ
温
泉
の
ご
招
待
券

を
発
行
し
ま
す
。�

　
招
待
券
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

阿
蘇
市
一
の
宮
温
泉
セ
ン
タ
ー
に

準
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
お
気
軽

に
お
申
し
出
下
さ
い
。�

　
対
象
者
は
、
阿
蘇
市
在
住
で
平

成
20
年
3
月
31
日
ま
で
に
70
歳
以

上
に
な
ら
れ
る
方
で
す
。�

　
な
お
、
本
人
以
外
の
代
理
受
領

は
で
き
ま
せ
ん
。�

問
い
合
わ
せ
先
�

高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
福
祉
係
�

　
�
2
2
‐3
1
4
5

小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
を

使
用
さ
れ
て
い
る
皆
様
へ�

　
経
済
産
業
省
か
ら
の
お
願
い
で

す
。�

 
必
ず
換
気
を
し
て
、
一
酸
化
炭

素
中
毒
に
よ
る
死
亡
事
故
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。�

 
最
近
、
換
気
不
良
に
よ
り
、
小

型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
で
の
一
酸
化

炭
素
中
毒
に
よ
る
死
亡
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
十
分
な
換
気
を

し
な
け
れ
ば
、
空
気
が
不
足
し
、

一
酸
化
炭
素
が
発
生
し
ま
す
。�

　
頭
痛
や
吐
き
気
で
異
変
に
気
づ

い
た
時
に
は
、
手
足
が
し
び
れ
て

動
け
ず
、
手
遅
れ
に
な
っ
て
死
に

至
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。�

　
必
ず
換
気
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

問
い
合
わ
せ
先
�

熊
本
県
危
機
管
理
・
防
災
消
防

総
室
�

　
�
0
9
6‐3
3
3‐2
1
1
7

新
築
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン

リ
フ
ォ
ー
ム
に
熊
本
の
木

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！�

　
県
で
は
、
木
造
住
宅
を
新
築
さ

れ
る
方
に
、
乾
燥
ス
ギ
柱
材
や
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
内
装
材
な
ど
を
、

マ
ン
シ
ョ
ン
を
リ
フ
ォ
ー
ム
さ
れ

る
方
に
無
償
提
供
す
る
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。�

募
集
期
間
�

○
7
月
30
日
〜
8
月
10
日
�

○
9
月
3
日
〜
9
月
14
日
�

○
11
月
12
日
〜
11
月
23
日
�

問
い
合
わ
せ
先
�

熊
本
県
林
業
振
興
課
県
産
材
利

用
推
進
室
�

　
�
0
9
6‐3
3
3‐2
4
4
8

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を

実
施
し
ま
す�

　
県
で
は
、
昭
和
56
年
5
月
31
日

以
前
に
着
工
し
た
民
間
の
戸
建
て

木
造
住
宅
を
対
象
に
耐
震
診
断
を

行
い
、
耐
震
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。�

　
住
宅
所
有
者
の
希
望
に
応
じ
、

建
築
士
の
資
格
を
有
す
る
耐
震
診

断
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
、
簡

易
調
査
に
よ
る
一
般
診
断
法
を
基

本
と
し
た
耐
震
診
断
を
実
施
し
ま
す
。�

本
年
度
実
施
予
定
戸
数
は
1
2
0

戸
で
、
受
付
は
先
着
順
で
す
。
同

一
所
有
者
の
申
し
込
み
は
1
回
限

り
で
、
派
遣
費
用
負
担
は
1
件

2
0
0
0
円
で
す
。�

申
し
込
み
先
�

（
社
）
熊
本
県
建
築
士
事
務
所

協
会
事
務
局
�

　
�
0
9
6‐3
7
1‐2
4
3
3

熊本県最低賃金�

612円�

守ろう！確かめよう！この最低賃金�
平成18年10月1日発効�

�
�


